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(54)【発明の名称】 超音波診断装置

(57)【要約】
【課題】装置の電気安全性を確保しながらコネクタの配
置位置に自由度を与えて装置の小型化を達成した超音波
診断装置を提供する。
【解決手段】超音波診断装置は、被検体に超音波を送受
信する超音波振動子を有する超音波プローブ２を着脱自
在に接続するコネクタ３と、コネクタ３を保護する開閉
自在なコネクタカバー４と、コネクタ３の接続状態とコ
ネクタカバー４の開閉状態とに基づいて、コネクタ３か
ら出力される超音波振動子２の駆動電力を制御する電力
制御手段（電源スイッチ７）とを具備する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  被検体に超音波を送受信する超音波振動
子を有する超音波プローブを着脱自在に接続するコネク
タと、
前記コネクタを保護する開閉自在なコネクタカバーと、
前記コネクタの接続状態と前記コネクタカバーの開閉状
態とに基づいて、前記コネクタから出力される前記超音
波振動子の駆動電力を制御する電力制御手段とを具備す
ることを特徴とする超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は超音波診断装置に関
するものである。
【０００２】
【従来の技術】一般に超音波診断装置は、被検体に超音
波を送受信する超音波振動子を有する超音波プローブを
着脱自在に接続するコネクタと、前記コネクタを保護す
る開閉自在なコネクタカバーと、前記コネクタから出力
される前記超音波振動子の駆動電力を供給する電源スイ
ッチを備え、前記コネクタの接続状態と前記コネクタカ
バーの開閉状態に関わらず、前記電源スイッチの動作の
みにより電力を制御している。また、超音波診断装置内
に水が侵入した時でも、前記電源スイッチの動作により
電力が供給される。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】上記した従来技術では
前記コネクタの接続状態と前記コネクタカバーの開閉状
態に関わらず、前記電源スイッチの動作のみにより電力
を制御しているので、コネクタカバーが開いている状
態、もしくは前記コネクタが接続されていない状態でも
電力が供給されてしまい、電気安全性を確保できない。
また、外部から超音波診断装置内に水が進入したときに
も電力が供給されてしまうので、電気安全性を確保でき
なくなったり、装置の故障につながっていた。
【０００４】そこで、電気安全性を確保するためにコネ
クタを樹脂部材の奥に配置したり、水の進入に対してコ
ネクタを装置側面に設けて、コネクタの上方に水よけ用
の庇形状の部材を設けることが提案されたが、このよう
な配慮は装置の小型化特に薄型化の妨げになっていた。
【０００５】本発明はこのような課題に着目してなされ
たものであり、その目的とするところは、装置の電気安
全性を確保しながらコネクタの配置位置に自由度を与え
て装置の小型化を達成した超音波診断装置を提供するこ
とにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
めに、本発明の超音波診断装置は、被検体に超音波を送
受信する超音波振動子を有する超音波プローブを着脱自
在に接続するコネクタと、前記コネクタを保護する開閉
自在なコネクタカバーと、前記コネクタの接続状態と前
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記コネクタカバーの開閉状態とに基づいて、前記コネク
タから出力される前記超音波振動子の駆動電力を制御す
る電力制御手段とを具備する。
【０００７】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施形態を詳細に説明する。図１は本発明の実施形態に係
る超音波診断装置の構成を示す図である。図１におい
て、超音波診断装置１は、超音波を送受信する超音波振
動子を有する超音波プローブ２を着脱自在に接続するコ
ネクタ３と、このコネクタ３を保護する開閉自在なコネ
クタカバー４と、超音波プローブ２の着脱を感知するプ
ローブ検知スイッチ５と、コネクタカバー４の開閉を感
知するコネクタカバー検知スイッチ６と、超音波診断装
置１の電力制御手段としての電源スイッチ７とを備えて
いる。
【０００８】図１についての作用を説明する。超音波プ
ローブ２をコネクタ３に接続すると、プローブ検知スイ
ッチ５がＯＮになり、コネクタカバー４を閉めると、コ
ネクタカバー検知スイッチ６がＯＮになる。プローブ検
知スイッチ５、コネクタカバー検知スイッチ６がＯＮに
なった状態で電源スイッチ７をＯＮにすると、超音波診
断装置１に電力が供給される。
【０００９】図２はプローブ検知スイッチ５、コネクタ
カバー検知スイッチ６が接続された超音波診断装置１の
回路構成の一例を示す図である。図２において、８はフ
ォトモスリレー、９は抵抗、１０はＮＰＮトランジス
タ、１１はＰＮＰトランジスタ、１２，１３，１４は抵
抗、１５はフォトモスリレー、１６は抵抗、１７はＮＰ
Ｎトランジスタ、１８はＰＮＰトランジスタ、１９，２
０，２１は抵抗である。
【００１０】以下に図２についての作用を説明する。プ
ローブ検知スイッチ５、コネクタカバー検知スイッチ６
がＯＦＦ時には、プローブ検知スイッチ５、コネクタカ
バー検知スイッチ６の１Ｐと２Ｐが短絡しており、２Ｐ
と３Ｐ、１Ｐと３Ｐは開放している。プローブ検知スイ
ッチ５、コネクタカバー検知スイッチ６がＯＮ時には、
プローブ検知スイッチ５、コネクタカバー検知スイッチ
６の２Ｐと３Ｐが短絡しており、１Ｐと２Ｐ、１Ｐと３
Ｐは開放している。したがってプローブ検知スイッチ
５、コネクタカバー検知スイッチ６が共にＯＮ状態のと
きのみ、フォトモスリレー８，１５が動作し、超音波診
断装置１に電力が供給される。このように本実施形態で
は、超音波プローブ２のコネクタ着脱やコネクタ３を保
護するコネクタカバー４の開閉に連動して電力制御を行
なうようにしたので、装置の電気安全性を確保しながら
コネクタの配置位置に自由度を与えて装置の小型化を達
成できる。
【００１１】さらに、超音波診断装置１に水が浸水し、
プローブ検知スイッチ５の１Ｐと２Ｐ、１Ｐと３Ｐが短
絡、または、コネクタカバー検知スイッチ６の１Ｐと２



(3) 特開２００２－２３８８９５

10

20

3
Ｐ、１Ｐと３Ｐが短絡すると、超音波診断装置１に電力
が供給されないようになっている。このように、超音波
診断装置１に水が浸入したときには超音波診断装置１へ
の電力供給が切れるようにしたので、装置の電気安全性
を確保しながらコネクタの配置位置に自由度を与えて装
置の小型化を達成できる。
【００１２】
【発明の効果】本発明によれば、コネクタの接続状態と
コネクタカバーの開閉状態とに基づいて、コネクタから
出力される超音波振動子の駆動電力を制御するようにし
たので、装置の電気安全性を確保しながらコネクタの配
置位置に自由度を与えて装置の小型化を達成することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態に係る超音波診断装置の構成
を示す図である。
【図２】プローブ検知スイッチ５、コネクタカバー検知
スイッチ６が接続された超音波診断装置の回路構成の一
例を示す図である。
【符号の説明】
１    超音波診断装置
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２    超音波プローブ
３    超音波プローブを着脱するコネクタ
４    コネクタカバー
５    プローブ検知スイッチ
６    コネクタカバー検知スイッチ
７    電源スイッチ
８    フォトモスリレー
９    抵抗
１０    ＮＰＮトランジスタ
１１    ＰＮＰトランジスタ
１２    抵抗
１３    抵抗
１４    抵抗
１５    フォトモスリレー
１６    抵抗
１７    ＮＰＮトランジスタ
１８    ＰＮＰトランジスタ
１９    抵抗
２０    抵抗
２１    抵抗

【図１】
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